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月の休館日： 月 日 月

入浴営業時間 １０月～１２月末日

早朝６時から営業いたします

広
　
告

元元
祖祖
芋芋
煮煮
会会

元
祖
芋
煮
会

中中
山山

iinnin

中
山

九
月
第
二
土
曜
日
は
「
中
山
町
芋
煮
会
の
日
」

九
月
十
三
日
、「
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
」
が
、

最
上
川
中
山
緑
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
町
で
は
、「
新
イ
ベ
ン
ト
検
討
会
」

を
設
置
し
、
当
町
の
特
徴
を
生
か
し
た
新
た

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
よ
う
と
、
四
回
に
わ

た
っ
て
検
討
会
を
開
催
。
そ
の
結
果
、「
芋
煮

会
発
祥
の
地
」
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
検

討
会
の
案
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
案

を
基
に
、み
ん
な
で
最
上
川
の
川
原
に
集
ま
っ

て
芋
煮
会
を
開
き
、「
発
祥
の
地
」
の
原
点
を

振
り
返
っ
て
芋
煮
会
の
文
化
を
再
認
識
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
で
あ
る

九
月
の
第
二
土
曜
日
を
「
中
山
町
芋
煮
会
の

日
」
と
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
し
た
が
、
近
所
の
人
や
職
場
の
仲

間
な
ど
と
と
も
に
訪
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
、
各

自
芋
煮
の
材
料
を
持
ち
寄
り
、
会
場
に
用
意

さ
れ
た
か
ま
ど
で
思
い
思
い
に
調
理
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
芋
煮
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
昔
、
最
上
川
舟
運
の
終
点
で
あ
っ

た
長
崎
の
地
で
船
頭
た
ち
が
味
わ
っ
て
い
た

ぼ
う
だ
ら

芋
煮
の
元
祖
と
言
わ
れ
る
棒
鱈
の
入
っ
た
芋

煮
も
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
中
山
町
史
」
の
執
筆
に
携
わ
っ

た
村
形
喜
男
さ
ん
と
山
形
放
送
（
Ｙ
Ｂ
Ｃ
）
の

芳
賀
道
也
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
芋
煮
会
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
で
は
、
芋
煮
会
の
始
ま
り
な
ど
に

関
す
る
興
味
深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
芋
煮
会
ク
イ
ズ
や
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
会
な
ど
の
催

し
も
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

ミニライブも盛り上がりました

船頭さんが棒鱈芋煮をふるまう

村形さんの話に芳賀アナウンサーも納得の表情

（３ ） 20.10.15

第１１5話　達磨寺村の医師

　

達
磨
寺
村
の
斉
藤
栄
庵
は
、

代
々
医
業
を
営
み
な
が
ら
村
役
を

務
め
た
医
師
で
す
。

　

享
和
元
年
（
１
８
０
１
）、
村

山
郡
に
百ひ
ゃ
く
し
ょ
う
い
っ
き

姓
一
揆
の
動
き
が
見

え
た
頃
、
御お
ふ
れ
が
き

触
書
の
請う
け

書し
ょ

の
中

に
「
栄
庵
」
の
名
が
あ
り
、
幕
末

の
嘉
永
年
間
に
は
百
ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う

代だ
い
、
安

政
３
年
（
１
８
５
６
）
に
は
苗
字

を
付
す
よ
う
に
な
り
、
万
延
元
年

（
１
８
６
０
）
に
は
名
主
格
の
百

姓
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、天
保
５
年（
１
８
３
５
）

の
墓
碑
に
は
、「
栄
屋
道
医
居
士
」

の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
栄
庵
の

先
代
ま
た
は
先
々
代
に
も
医
業
を

営
ん
だ
人
が
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

斉
藤
家
で
は
、
新
宅
建
築
の

折
、
古
屋
に
様
々
な
医
療
器
具
や

医
書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
と
い

う
の
で
す
が
、
時
代
を
経
て
逸
散

し
た
の
が
大
変
惜
し
ま
れ
ま
す
。

　
原
田
元
順
は
、
文
化
元
年
（
１

８
０
４
）
達
磨
寺
村
の
名な

主ぬ
し
原
田

市
郎
左
衛
門
家
に
生
ま
れ
、
江
戸

の
馬
島
家
で
医
術
を
修
め
た
医
師

で
す
。

　
帰
郷
後
、
無
医
村
で
あ
っ
た
金

沢
村
で
開
業
し
ま
し
た
。
近
村
に

医
師
の
い
な
い
こ
と
か
ら
、
住
民

に
慕
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
元
順
は
医
業
の
か
た
わ

ら
、
近
隣
の
子
弟
百
余
人
の
教
育

に
あ
た
り
、漢
字
、書
道
の
ほ
か
、

当
町
で
は
初
め
て
、
英
語
を
教
え

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
順
は
、
明
治
５
年
８
月
に
６９

歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
金

沢
地
区
の
白
山
神
社
入
口
に
原
田

元
順
夫
婦
の
酬
恩
碑
が
あ
り
ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

百
姓
一
揆
…
江
戸
時
代
、
農
民
が

領
主
・
代
官
の
悪
政
や
過
重
な
年

貢
に
対
し
て
集
団
で
対
抗
し
た
運

動
の
こ
と
。

御
触
書
…
江
戸
時
代
、
為い

政せ
い

者し
ゃ

の

命
令
を
庶
民
に
伝
え
た
公
文
書
の

こ
と
。

百
姓
代
…
江
戸
時
代
の
村
役
人
で

名
主
、
組く
み
頭が
し
らと
合
わ
せ
て
村
方
三

役
と
呼
ば
れ
た
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
４
節　
疫
病
の
流
行

金沢老人クラブ白寿会
金沢地区は、町南西部に位置する、
人口７５３人（２２３世帯）の地域です。
（平成２８年９月末現在）

金沢地区

今から８年前…
2008年（平成20年）

『元祖芋煮会in中山が
スタート』

Time Slip
vol.30

　
今
年
で
９
回
目
の
開
催
を
迎
え
た
「
元

祖
芋
煮
会
in
中
山
」（
今
年
の
イ
ベ
ン
ト

の
様
子
は
２
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）。

　
第
１
回
目
は
、
平
成
２０
年
９
月
１３
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、「
中

山
あ
ゆ
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
１９
年
に
町
の
特
徴
を
生
か
し
た

新
た
な
も
の
を
企
画
し
よ
う
と
「
新
イ
ベ

ン
ト
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
最
上
川
の
河
原
に
集
ま
っ
て

芋
煮
会
を
開
き
、「
芋
煮
会
発
祥
の
地
」

の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
芋
煮
会
の
文
化
を

再
認
識
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
併
わ
せ
て
、
９
月
の
第
２
土
曜
日
を
「
中
山
町
芋
煮
会

の
日
」
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
の
「
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
」
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

会
場
に
は
友
人
、
職
場
の
同
僚
な
ど
と
一
緒
に
訪
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、

仲
間
と
共
に
芋
煮
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

金沢老人クラブ白寿会役員の皆さん

見守り活動の際は、黄色のビ
ブスとキャップを身に付けます。

　
金
沢
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会
（
渡
辺
利

明
会
長
）
は
、
金
沢
地
区
の
６５
歳
以
上

の
方
で
構
成
さ
れ
る
、
昭
和
３６
年
発
足

の
歴
史
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
発
足
以
来
、
地
区
内
外
の
行
事
や
老

人
福
祉
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
ほ
か
、
自
治
会
と
協
力
し
て
介
護
予

防
運
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
広
く
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
田
小
学
校
児
童
の
交
通
安

全
や
犯
罪
防
止
の
た
め
、
平
成
１３
年
か

ら
約
１５
年
に
わ
た
り
、
下
校
児
童
の
見

守
り
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
見
守
り
は
学
年
ご
と
の
下
校
時
間
に

合
わ
せ
、
日
替
わ
り
で
３
～
４
人
体
制

で
実
施
。
こ
の
活
動
が
き
っ
か
け
で
子

ど
も
会
活
動
へ
招
待
さ
れ
る
な
ど
、
世

代
を
越
え
た
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
に
参
加
し
て
い
る
方
は
、「
う

ち
の
孫
は
も
う
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
け
れ
ど
、
自
分
の
孫
を
見
守
る
よ
う

な
気
持
ち
で
活
動
に
参
加
し
て
い
る
」、

「
児
童
た
ち
も
私
た
ち
の
顔
を
覚
え
て

く
れ
た
よ
う
で
、
見
守
り
活
動
の
と
き

以
外
に
も
、
会
う
と
挨
拶
を
し
て
く
れ

る
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
８

月
３１
日
、「
第
５１
回
山
形
県
老
人
福
祉

大
会
」
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
活
動
が

顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
表
彰
さ

れ
、知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
会
長
は
、「
歴
代
の
会
長
は
じ
め

会
員
の
皆
さ
ん
が
社
会
福
祉
の
た
め
に

行
っ
て
き
た
活
動
が
評
価
さ
れ
大
変
嬉

し
く
思
う
。
今
後
も
社
会
貢
献
の
た
め
、

ま
す
ま
す
充
実
し
た
活
動
に
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

平成２０年１０月１５日号

13 28.10.15 28.10.15 12

広報なかやま




